家庭礼拝　2011年9月28日　コリント第Ⅱ　11章　弱さを誇る
　賛美歌430　とびらの外に　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌502　光のある間に
起
10章では、誇るものは主を誇れ、と言って、そのコリント教会との対決は一応収まりがついたのかなと思いましたが、パウロの気持ちにはまだ、収まりがつかないようです。それは、個人的な争いや恨みと言うことではなく、大切なコリントの教会の人々が、今、偽りの教師たちによって、その魂が汚され、本当のイエスキリストから奪われてしまうという危機感でした。敵の偽りの教師たちはとても巧妙に、パウロたちを非難し、自分たちを立派に見せ、コリントの人たちの魂をがっちりと握ろうとしていたのです。パウロは、最初そのような者と比較したり、相手にしたりすることも愚かなことだと思って、本気になって相手にはしていなかったのです。ですが、偽りの教師たちは、それをも逆手にとって、パウロの欠点を次々に上げて、パウロこそ、偽使徒であり、コリントの人々を欺くものであり、本当の教えからはほど遠いものであることを言いました。そして自分たちこそは正統的なユダヤ教を踏まえて、キリスト教の真髄を教えるものであることを教えて、ユダヤ教的な律法の戒めや、ユダヤ教的なラビへの奉仕の仕方などを教えていたのです。このような教えを広める偽りの教師たちを、パウロは、もうこれ以上許すことができなくなり、相手が自分たちを誇っていろいろ言うならば、私も誇ろう。愚かなことだが、私は決してそれに負けない誇りを持っていると言い始めたのです。
いったい、パウロの気持ちをここまで、切羽詰ったことにさせた、この偽教師たちはどんな人たちで、どんなことを言ったのでしょうか。

5節であの大使徒たち、と言われているように、この人たちは正統的なユダヤ教の教育を受け、弁舌が上手で、大先生と言われる風格を持ち、人々に教えることによって報酬と尊敬を受け、横柄な態度をとる、ヘブライ人であり、イスラエル人でありアブラハムの子孫です。この人たちは、キリストの教えを伝えると言うよりも、伝統的なユダヤ教の教えや割礼や律法を教えようとしていたのです。
そして、この偽教師たちが、パウロを非難しているのは、パウロはタルソスの生まれで、本当のヘブライ人でもイスラエル人でもアブラハムの子孫でもない。話は下手で、イエスから教えを直接受けたこともない。だから、教えにふさわしい報酬も受け取ることができないで、自分で働いて報酬を得ている。パウロは自分のことを勝手に使徒だといっているが、イエスキリストに出会った私たちこそが本当の使徒なのである。

このようなことを言っていたので、コリントの教会の人々はこの偽教師のほうに引き込まれ、パウロに対して批判的になっていったのです。その原因のひとつにはパウロが報酬を受け取らなかったことにもありました。その事は、コリント人にとってはよそよそしい態度であり、愛のない行為のように映ったのでした。ギリシャ文化圏の中では、働くことは奴隷のすることであり、卑しいことか汚らわしい事、恥ずべきことという考えがあったのです。パウロにとっては、報酬を受け取らないことは、それによって、誰にも影響を受けずにただ神にのみ仕える姿勢をとることと、偽教師と自分が違うことを一番際立たせることでもありました。そして偽教師が報酬を受け取れなくすることでもありました。ですが、ギリシャ文化圏の中ではこれがなかなか理解されないことでした。パウロはついに、相手がそんなにパウロと比較して、自分の優位を言い広め誇るならば、私にもそれを言う権利があるでしょうと言って、同じような比較と誇りを言い始めるのです。ですがこれはパウロにとっては愚かなことで悲しいことでした。ですが、コリントの人々の魂を救うためには、それもまたやらざるを得ないことと決心して、自分の過去を誇り始めるのです。これはパウロの苦渋の選択でした。このような背景を覚えながら、今日の11章を読んで行きたいと思います。
承
パウロは、1節で「わたしの少しばかりの愚かさを我慢してくれたらよいが」と言って、これから言う、自分の相手への批判や自分を誇ることを許してほしいと言う意味のことを、前置きしています。そしてこのようなことを言わざるを得ないのは、パウロは自分のことを、花嫁の純潔を見守る後見人であると思っているからだと言っているのです。それは、コリントの人々は純潔な処女としてイエスキリストにささげた花嫁であり、エバが蛇の悪だくみで欺かれたように、あなたがたの思いが汚されて、キリストに対する真心と純潔とからそれてしまうのではないかと心配しているからなのだ、というのです。パウロの愛と心配はそのような、キリストにささげる花嫁の純潔を心配している後見人の心配なのです。
そしてその欺こうとしている者達に対するコリントの人々の態度を、4節にあるように、「わたしたちが宣べ伝えたのとは異なったイエスを宣べ伝えても、あるいは、自分たちが受けたことのない違った霊や、受け入れたことのない違った福音を受けることになっても、よく我慢しているからです。」と言いました。
コリントの人々は、後からやってきた欺くものが、パウロの教えとは違ったことを教えても、ユダヤ教的な律法の戒律を押し付けられても、それによく我慢をして従っているから、私は心配なのだと言っているのです。エバのようにすぐに欺かれてしまうことを心配しているのです。
そして、5節で、「あの大使徒たちと比べて、わたしは少しも引けは取らないと思う。」と言って、その欺くものたちが、パウロのことを引き合いに出して、口汚く批判していることへの、抗弁をしようとしているのです。あの大使徒とは、本当の使徒ということではなく、自分たちを大使徒だと思い高ぶっている者、と言うパウロの皮肉です。
そして、その抗弁の最初の話は、7節です。
２コリ 11:7　それとも、あなたがたを高めるため、自分を低くして神の福音を無報酬で告げ知らせたからといって、わたしは罪を犯したことになるでしょうか。

　この言葉の中に、パウロとその大使徒たちとの大きな違いがあります。その大使徒たちは、自分を高く見せるために、傲慢に振舞い、上から目線でいろいろ教え、そして報酬を得たのです。パウロはその反対に、コリントの人々を高めるために、自分を低くして、神の福音を無報酬で継げ知らせたのです。この無報酬で教えていることに対していろいろと批判があったのです。コリントの人々からは、報酬を受け取らないで卑しい仕事をしていると言われ、大使徒たちからは、教える価値のないものを教えているから無報酬なのだと言われました。ですが、この大使徒たちにとっては無報酬で対抗されることは脅威でした。自分たちの収入源がなくなるからです。12節にもあるように、
２コリ 11:12　わたしは今していることを今後も続けるつもりです。それは、わたしたちと同様に誇れるようにと機会をねらっている者たちから、その機会を断ち切るためです。
パウロは、無報酬で宣教することが、報酬を目当てに宣教するものたちを断ち切るよい手段だと考えていたのでした。パウロは、信徒からの援助をまったく受け付けなかったわけではないのです。8節と9節で
２コリ 11:8　わたしは、他の諸教会からかすめ取るようにしてまでも、あなたがたに奉仕するための生活費を手に入れました。

２コリ 11:9　あなたがたのもとで生活に不自由したとき、だれにも負担をかけませんでした。マケドニア州から来た兄弟たちが、わたしの必要を満たしてくれたからです。そして、わたしは何事においてもあなたがたに負担をかけないようにしてきたし、これからもそうするつもりです。
　このように、マケドニアのピリピやテサロニケの教会からは援助を受けているのです。ですがそれにはひとつのけじめがありました。それは、宣教しているその地にあっては、決してそこから報酬を受け取らないと言うことでした。パウロはピリピの教会においてもやはりその地にあったときは報酬を受け取らず、別の地にあるときに初めて援助を受け取っているのです。それはその地にあるときにその様な報酬を受け取ると、人の心に動かされて、本当に神に仕えることができなくなるからでした。パウロは、あなた方には一切負担をかけず、あなた方に奉仕するために、他の諸教会からかすめ取るようにしてまでも生活費を手に入れたと言っているのです。そして、報酬を受け取らないことが罪なのでしょうかと言っているのです。この言葉の裏には、偽使徒たちが、パウロが報酬を受け取らないのは後ろめたいものがあるからなのだと言い張っているからなのです。ですがパウロは反撃に出ます。13節から15節です。
２コリ 11:13　こういう者たちは偽使徒、ずる賢い働き手であって、キリストの使徒を装っているのです。

２コリ 11:14　だが、驚くには当たりません。サタンでさえ光の天使を装うのです。
２コリ 11:15　だから、サタンに仕える者たちが、義に仕える者を装うことなど、大したことではありません。彼らは、自分たちの業に応じた最期を遂げるでしょう。

　パウロはついに、この人々を偽使徒、ずるがしこい働き手、キリストの使徒を装っている者と直接的に批判しました。そして、悪い者がいかに良い者を装って騙そうとするのかを例えて、サタンでさえ、光の天子を装うのです、と言いました。騙すもの、ずるいものは天子を装うのです。これが意識的にしているならば、単純に装うものを非難する事もできるのですが、難しいのは、騙しているもの、ずるい者が決して自分をそうだとは思っていないことです。自分が天子を装うのではなく、天子だと思っていることです。これは私たちにも当てはまります。自分を悪人、罪びとと思う人に本当の悪人や罪びとはいないのです。自分は悪人ではない、罪びとでもないと思っている人が、何重もの罪を犯しているのです。これが懺悔の必要性、罪の告白の必要性を教えているのです。私たちが、よい信仰者、よきクリスチャンと思うときほど注意しなければならないときはないかもしれません。サタンが天使を装っているのかもしれないからです。
転
16節から33節までは、パウロがいかに苦難の道を歩んだかを誇ろうとしています。これはパウロが直接自分から苦難の出来事としてあげた苦難のリストです。このリストがなければ、パウロがどれだけの苦難の道を歩んだかはわからなかったでしょう。使徒言行録に記されている苦難の出来事は、実にこのリストの4分の1でしかないのです。それ以外のことはどこにも記されていないのです。パウロはこのことを、本当は言いたくなかったのだけれども不承不承に言わざるを得なかったのです。偽教師たちが誇らしげに自分たちの苦難を語るのに対抗しなければならなかったからでした。そして16節で「もう一度言います。だれもわたしを愚か者と思わないでほしい。しかし、もしあなたがたがそう思うなら、わたしを愚か者と見なすがよい。そうすれば、わたしも少しは誇ることができる。」と言いながら、自分の苦労を誇るパウロを、愚か者と思わないでほしいと頼んでいるのです。そして、これから話すことは主の御心ではないのだけれどと、前置きして話しているのです。そしてそのことを、あなたたちはきっと我慢をしてくれるでしょうと言いました。
パウロはその理由を20節でこういいました。
２コリ 11:20　実際、あなたがたはだれかに奴隷にされても、食い物にされても、取り上げられても、横柄な態度に出られても、顔を殴りつけられても、我慢しています。
こういった背景には、偽教師たちが、コリントの人々を奴隷のように使い、その家を食い物にし、その財産を取り上げ、しかも横柄な態度に出たり、顔を殴りつけたりしていることをパウロは知っていたのです。それに対して、コリントの人々は我慢をしていることを知っていたのです。これがパウロの心配なことでした。
ですが、そうしてしまったのは私たちの態度が弱すぎたからだと反省しています。そして、私も愚か者になって、自分を誇ろうと言って、自分の苦難の数々を数え上げるのです。そして、偽教師たちがパウロを侮蔑する時に言っている言葉に対して、こう反論するのです。
２コリ 11:22　彼らはヘブライ人なのか。わたしもそうです。イスラエル人なのか。わたしもそうです。アブラハムの子孫なのか。わたしもそうです。

２コリ 11:23　キリストに仕える者なのか。気が変になったように言いますが、わたしは彼ら以上にそうなのです。
偽教師たちは、自分たちの正当性を言い表すのに三つの事を言ったのです。それは、自分たちは、ヘブライ人であり、イスラエル人であり、アブラハムの子孫である。と言うことです。そして、パウロを非難してこういったのです。パウロはタルソス生まれのギリシャ語を話す、辺境の人ではないか。生粋のヘブライ人でもイスラエル人でもない。ましてやアブラハムの子孫であるはずがない。そして、本当にキリストに仕える者は私たち、イエスキリストを知っているものである。パウロは生きていた時のキリストを知らないではないか、パウロは本当にキリストに仕えるものではない。あなたたちを欺こうとしているものである。このような批判に対して、パウロは、彼らがそうならば私もそうである、そうであると反論しているのです。そしてキリストに仕える者なのかということに対しては、気が変になったように言いますが、私は彼等以上にそうなのですと激しく訴えました。そしてその証拠として、どんなに多くの苦しみを、イエスキリストに仕えるために耐えてきたかを述べたのです。それは、彼ら以上にずっと多くの苦難を経てきたのだと言って、23節から28節までの苦難のリストを述べるのです。そこでは、23節から
２コリ 11:23　キリストに仕える者なのか。気が変になったように言いますが、わたしは彼ら以上にそうなのです。苦労したことはずっと多く、投獄されたこともずっと多く、鞭打たれたことは比較できないほど多く、死ぬような目に遭ったことも度々でした。

２コリ 11:24　ユダヤ人から四十に一つ足りない鞭を受けたことが五度。

２コリ 11:25　鞭で打たれたことが三度、石を投げつけられたことが一度、難船したことが三度。一昼夜海上に漂ったこともありました。

２コリ 11:26　しばしば旅をし、川の難、盗賊の難、同胞からの難、異邦人からの難、町での難、荒れ野での難、海上の難、偽の兄弟たちからの難に遭い、

２コリ 11:27　苦労し、骨折って、しばしば眠らずに過ごし、飢え渇き、しばしば食べずにおり、寒さに凍え、裸でいたこともありました。

２コリ 11:28　このほかにもまだあるが、その上に、日々わたしに迫るやっかい事、あらゆる教会についての心配事があります。

　このような苦難を乗り越えてきたことこそ、キリストにまことに仕えてきたものの証であると述べたのです。ですがこのような苦難の数々を誇ったとしても、パウロにとって、それはやはり愚かなことだったのです。そして、その後悔の念に打たれて、こういいました。
２コリ 11:29　だれかが弱っているなら、わたしは弱らないでいられるでしょうか。だれかがつまずくなら、わたしが心を燃やさないでいられるでしょうか。

パウロがこのような愚かな手段に出たのは、コリント教会の人々が弱っていることに同情するからであり、躓いて苦しんでいるから、私も心を燃やしてこのような手段に出ているのですと言ったのではないでしょうか。
パウロはむしろ、30節にあるように、誇る必要があるなら、わたしの弱さにかかわる事柄を誇りましょう。と言いたかったのです。そして最後に突然脈絡もなく、ダマスコでの話が出てきますが、この話は、窓から籠で城壁づたいにつり降ろされて逃げるようなすごい苦難にもあったのだと誇るよりは、自分は卑怯にも、正面から戦わず、このように逃げ去る弱いものであったのだと言うことを訴えたかったのではないかと思います。そしてこのダマスコでの出来事は、31節の、主イエスの父である神、永遠にほめたたえられるべき方は、わたしが偽りを言っていないことをご存じです。と言う言葉に添えて、自分の弱さを語っていることではないかと思うのです。
結
　１０章も１１章も、そのキーワードは誇りでした。何を誇るのか、何のために誇るのかでした。パウロは、ついにコリントの偽教師たちに対して反駁しました。そして偽教師たちが誇るように、パウロもまた、自分の苦難を誇ったのでした。それは決してパウロの意にかなうものでも、神様のみ心にかなうものでもありませんでした。ですが、パウロはイエスキリストに捧げる花嫁の純潔が汚されることには我慢ができなかったのです。パウロはその中で、怒りとためらいを覚えながら偽教師たちに反駁し、コリント教会の人々が何とか自分のことを信頼してくれるようにと願ったのでした。パウロも感情的になりながら、愚かなことだけれどもと断りながらも自分を誇ってしまいました。ですが最後はやはり、誇る必要があるなら私の弱さを誇りましょうと、本来のパウロに戻っています。パウロにとって、誇るものは主を誇るしかないのです。
（1分間黙祷）
（祈り）
天の父なる神様、パウロがどんなに深くコリント教会の人々を愛し心配していたのかを思わされる聖書の箇所でした。コリントの人々を得るためには、自分が愚か者になってでも誇らざるを得なかった状況にパウロの苦しみを思います。ですが最後は誇る必要があるなら私の弱さを誇りましょうと、信仰者としての面目に立ちました。私たちもまた偽教師のように、自分を偽り人々を偽り自分を正しいものとしてしまうものです。サタンが天使のようになってしまうものです。ですがこの弱さは本当に自分たちではどうしようもないことのように思えます。パウロの言うように自分の弱さを誇り、自分の罪を告白するものとなって、あなたにゆだねていくものでありたいと願います。神様どうか、私たちが、信仰者としての歩みを、御心にかなって歩めますように導いてください。

　先週は台風のために休会となりました。この近所でも多くの木が風のために倒れました。災害の多い日本ですが、どうか被災者の上に必要な助けが与えられますように。励ましと慰めとが与えられますように。２重3重の災害にあわれている東北のかたがたの上に、あなたの恵みが豊かにありますように。
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆偽使徒たち
２コリ 11:1　わたしの少しばかりの愚かさを我慢してくれたらよいが。いや、あなたがたは我慢してくれています。

２コリ 11:2　あなたがたに対して、神が抱いておられる熱い思いをわたしも抱いています。なぜなら、わたしはあなたがたを純潔な処女として一人の夫と婚約させた、つまりキリストに献げたからです。
２コリ 11:3　ただ、エバが蛇の悪だくみで欺かれたように、あなたがたの思いが汚されて、キリストに対する真心と純潔とからそれてしまうのではないかと心配しています。

２コリ 11:4　なぜなら、あなたがたは、だれかがやって来てわたしたちが宣べ伝えたのとは異なったイエスを宣べ伝えても、あるいは、自分たちが受けたことのない違った霊や、受け入れたことのない違った福音を受けることになっても、よく我慢しているからです。
２コリ 11:5　あの大使徒たちと比べて、わたしは少しも引けは取らないと思う。

２コリ 11:6　たとえ、話し振りは素人でも、知識はそうではない。そして、わたしたちはあらゆる点あらゆる面で、このことをあなたがたに示してきました。

２コリ 11:7　それとも、あなたがたを高めるため、自分を低くして神の福音を無報酬で告げ知らせたからといって、わたしは罪を犯したことになるでしょうか。

２コリ 11:8　わたしは、他の諸教会からかすめ取るようにしてまでも、あなたがたに奉仕するための生活費を手に入れました。

２コリ 11:9　あなたがたのもとで生活に不自由したとき、だれにも負担をかけませんでした。マケドニア州から来た兄弟たちが、わたしの必要を満たしてくれたからです。そして、わたしは何事においてもあなたがたに負担をかけないようにしてきたし、これからもそうするつもりです。
２コリ 11:10　わたしの内にあるキリストの真実にかけて言います。このようにわたしが誇るのを、アカイア地方で妨げられることは決してありません。

２コリ 11:11　なぜだろうか。わたしがあなたがたを愛していないからだろうか。神がご存じです。

２コリ 11:12　わたしは今していることを今後も続けるつもりです。それは、わたしたちと同様に誇れるようにと機会をねらっている者たちから、その機会を断ち切るためです。

２コリ 11:13　こういう者たちは偽使徒、ずる賢い働き手であって、キリストの使徒を装っているのです。

２コリ 11:14　だが、驚くには当たりません。サタンでさえ光の天使を装うのです。
２コリ 11:15　だから、サタンに仕える者たちが、義に仕える者を装うことなど、大したことではありません。彼らは、自分たちの業に応じた最期を遂げるでしょう。

◆使徒としてのパウロの労苦

２コリ 11:16　もう一度言います。だれもわたしを愚か者と思わないでほしい。しかし、もしあなたがたがそう思うなら、わたしを愚か者と見なすがよい。そうすれば、わたしも少しは誇ることができる。

２コリ 11:17　わたしがこれから話すことは、主の御心に従ってではなく、愚か者のように誇れると確信して話すのです。

２コリ 11:18　多くの者が肉に従って誇っているので、わたしも誇ることにしよう。

２コリ 11:19　賢いあなたがたのことだから、喜んで愚か者たちを我慢してくれるでしょう。

２コリ 11:20　実際、あなたがたはだれかに奴隷にされても、食い物にされても、取り上げられても、横柄な態度に出られても、顔を殴りつけられても、我慢しています。
２コリ 11:21　言うのも恥ずかしいことですが、わたしたちの態度は弱すぎたのです。だれかが何かのことであえて誇ろうとするなら、愚か者になったつもりで言いますが、わたしもあえて誇ろう。

２コリ 11:22　彼らはヘブライ人なのか。わたしもそうです。イスラエル人なのか。わたしもそうです。アブラハムの子孫なのか。わたしもそうです。

２コリ 11:23　キリストに仕える者なのか。気が変になったように言いますが、わたしは彼ら以上にそうなのです。苦労したことはずっと多く、投獄されたこともずっと多く、鞭打たれたことは比較できないほど多く、死ぬような目に遭ったことも度々でした。

２コリ 11:24　ユダヤ人から四十に一つ足りない鞭を受けたことが五度。

２コリ 11:25　鞭で打たれたことが三度、石を投げつけられたことが一度、難船したことが三度。一昼夜海上に漂ったこともありました。

２コリ 11:26　しばしば旅をし、川の難、盗賊の難、同胞からの難、異邦人からの難、町での難、荒れ野での難、海上の難、偽の兄弟たちからの難に遭い、

２コリ 11:27　苦労し、骨折って、しばしば眠らずに過ごし、飢え渇き、しばしば食べずにおり、寒さに凍え、裸でいたこともありました。

２コリ 11:28　このほかにもまだあるが、その上に、日々わたしに迫るやっかい事、あらゆる教会についての心配事があります。

２コリ 11:29　だれかが弱っているなら、わたしは弱らないでいられるでしょうか。だれかがつまずくなら、わたしが心を燃やさないでいられるでしょうか。

２コリ 11:30　誇る必要があるなら、わたしの弱さにかかわる事柄を誇りましょう。
２コリ 11:31　主イエスの父である神、永遠にほめたたえられるべき方は、わたしが偽りを言っていないことをご存じです。

２コリ 11:32　ダマスコでアレタ王の代官が、わたしを捕らえようとして、ダマスコの人たちの町を見張っていたとき、

２コリ 11:33　わたしは、窓から籠で城壁づたいにつり降ろされて、彼の手を逃れたのでした。
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